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№88　②

　友達がいれば、それだけで楽
しいよ。どろんこ遊びだって、
くつとばしだって、お絵かきだ
って…ね。すべり台だって、ほ
うら、このとおり。
　みんながいるから楽しいよ。
（柏島保育所の子どもたち）

楽しいよ

Ｐ２　新年度予算主な使い道
Ｐ４　平成２９年度当初予算
Ｐ６　予算質疑
Ｐ１１　平成２８年度補正予算
Ｐ１２　条例・人事等　　
Ｐ１３　一般質問
Ｐ１７　あれはどうなった
Ｐ１８　みんなの広場
Ｐ２０　こんにちは

も く じ

表紙写真によせて

大月町議会だより

８８号

姫ノ井集落活動

センター補助金

５０００万円

緊急ヘリコプター

離着陸場整備

１６５０万円
（柏島地区に整備）

防災・安全

交付金事業

２億７００万円
（橋の修理費など）

１０トン未満の

漁船のリース事業

３７５万円

ふるさと応援

寄付金謝礼品費

１億１９５７万円

小学校エアコン・

パソコン購入費

１８２１万円



成ケ丘団地設計委託料

１８００万円
（町営住宅を３棟建てる設計費）

さんご荘改修設計委託料

１６００万円
（さんご荘建て替えの設計費）

③　№88

　
　
3
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
は
２
月
２３
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で

の
８
日
間
、
下
記
の
内
容
で
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

内
容
　
報
告
１
件

　
　
　
平
成
２９
年
度
当
初
予
算
１０
件

　
　
　
　
　
（
４
、
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
　
　
平
成
２８
年
度
補
正
予
算
８
件

　
　
　
　
　
（
１１
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
　
　
条
例
９
件
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
人
事
案
件
２
件

　
　
　
指
定
管
理
２
件

　
　
　
　
　
（
１２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）計

３２
件
　
　

　
　
　
一
般
質
問
３
名

　
　
　
　
　
（
１３
〜
１６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
　
3
月
臨
時
会

　
３
月
臨
時
会
は
３
月
２７
日
に
開
催
し
、
人
事
案

件
１
件
を
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

（
１２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

新年度予算

主な使い道
新年度予算、ここに力を入れました。

主な使い道として８つの事業を紹介します。



№88　④

新 年 度 予 算

町　　　　税：町民税、固定資産税など町民が納める税金です。

繰　　入　　金：町の貯金を下ろして財源に充てるお金です。

町　　　　債：町の事業を行うために借りるお金です。

国・県支出金：特定の事業を行うために国や県から配分されるお金です。

交　　付　　金：消費税、ガソリン税などから地方へ配分されるお金です。

地方交付税：公共団体の公平性を保つため、国から地方へ配分されるお金です。

生
活
応
援
に
全
力

入
る
お
金

収入

町税　３億５２９４万円（８．０％）

分担金と負担金
１４８２万円（０．３％）

使用料と手数料
１億３４６９万円（３．１％）

繰入金
４億３９９０万円（１０．０％）

その他
１億６８０５万円
（３．８％）

地方交付税
２０億７５７万円
（４５．６％）

交付金等
１億３５３２万円
（３．１％）

国・県支出金
６億９２１１万円
（１５．７％）

町債
４億５５６０万円
（１０．４％）

自主財源
25.2%
自主財源
25.2%

依存財源
74.8%
依存財源
74.8%

４４億１００万円４４億１００万円４４億１００万円
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表 と グ ラ フ

総　　務　　費：管理、企画、地域振興、ふるさと創生などに使われます。

民　　生　　費：障害者支援、老人福祉、児童福祉などに使われます。

衛　　生　　費：健康づくり、環境衛生、塵芥処理などに使われます。

農林水産業費：農林水産業の振興に使われます。

土　　木　　費：道路、橋、河川の改修などに使われます。

教　　育　　費：小学校、中学校、社会教育などに使われます。

使
う
お
金

平 成 29 年 度 予 算
会　　計　　名 伸　率比　　較平成28年度平成29年度

一 　 般 　 会 　 計 ４４億１００万円

３億３８７７万円

６６万円

１１億９６７２万円

８億７６９万円

３億３６８３万円

４９２万円

１億１８６万円

５億２５７３万円

△４億８１３１万円

７２億３２８７万円

４５億９９００万円

３億１５８５万円

６６万円

１２億２８５５万円

７億９９０４万円

２億１１００万円

４９２万円

８８７２万円

５億５８６８万円

△４億３８８３万円

７３億６７５９万円

△１億９８００万円

２２９２万円

０円

△３１８３万円

８６５万円

１億２５８３万円

０円

１３１４万円

△３２９５万円

△４２４８万円

△１億３４７２万円

△４．３％

７．３％

―

△２．６％

１．１％

５９．６％

―

１４．８％

△５．９％

９．７％

△１．８％

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

住宅新築資金等貸付事業

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

水 道

漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

総　　　　　額

病 院 事 業 会 計�

会 計 間 重 複 額�

特
　
別
　
会
　
計

支出

議会費
５５４４万円
（１．３％）

農林水産業費　１億７８３４万円
　　　　　　　（４．０％）

土木費　３億９０３９万円
　　　　（８．９％）

消防費　３億３９７３万円
　　　　（７．７％）

教育費　２億３７５８万円
　　　　（５．４％）

公債費　６億２６８９万円
　　　　（１４．２％）

その他　８９０１万円
　　　　（２．０％）

総務費
９億５７５３万円
（２１．８％）

民生費　１０億７４１１万円
　　　　（２４．４％）

衛生費　４億５１９８万円
　　　　（１０．３％）

総額総額総額一般会計
当初予算４．３％減
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新 年 度 予 算

谷
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

は
昨
年
度
実
績
約
１
億
５

０
０
０
万
円
。
今
年
は
そ

れ
を
下
回
る
約
１
億
３
０

０
０
万
円
の
目
標
だ
。
昨

年
度
実
績
を
上
回
る
目
標

を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

岡
田
町
長
　
全
て
の
予
算

が
暫
定
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
補
正
で
対
応
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

谷
議
員
　
実
績
を
上
げ
る

た
め
に
は
業
者
を
強
く
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
社
、
産
業
振
興
課
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
連

携
が
し
っ
か
り
と
れ
て
い

る
の
か
。

岡
田
町
長
　
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
は
、
第
一
次

産
業
、
農
業
、
漁
業
も
含

め
て
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
２９
年
度
は
さ
ら

に
強
固
な
連
携
の
下
で
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

地域を守り育てるための工夫を

ふ
る
さ
と
納
税

　
平
成
２９
年
度
一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
７２
億
３
２
８
７
万
円
の
新
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
２
月
２７
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り

全
員
協
議
会
で
、
３
月
２
日
は
本
会
議
で
集
中
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

新
年
度
予
算

ど
う
使
う



岩井崎の住宅改修、待ちよるけんね
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集 中 質 疑

安
岡
議
員
　
備
品
購
入
費

１
８
２
１
万
円
は
何
に
使

う
の
か
。

B
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
、
小
学
校
の
普
通
教
室

に
エ
ア
コ
ン
９
台
を
設
置

す
る
。

野
村
議
員
　
教
育
版
地
域

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
支
援

員
の
内
容
は
。

B
１
名
雇
用
し
、
中
学
校

の
ク
ラ
ブ
活
動
を
補
助
す

る
。

久
米
議
員
　
ど
ん
な
形
に

な
る
の
か
。

B
監
督
・
顧
問
が
入
れ
な

い
と
き
に
支
援
を
す
る
。

山
本
議
員
　
児
童
福
祉
施

設
型
給
付
費
６
６
６
万
円

の
内
容
は
。

B
大
月
町
に
在
籍
し
て
い
て
、

他
町
村
で
保
育
を
受
け
る
と

き
に
支
払
う
も
の
。

安
岡
議
員
　
成
ケ
丘
の
新

団
地
の
場
所
や
規
模
は
。

B
場
所
は
コ
ス
モ
ス
祭
り

を
し
て
い
る
所
。
規
模
は
３

棟
１８
戸
。

中
平
議
員
　
公
用
車
購
入

３
９
０
万
円
は
。

B
乗
用
車
と
中
古
の
１
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
す
る
。

高
野
議
員
　
周
防
形
岩
井

崎
の
入
居
者
数
と
改
修
計

画
は
。

B
９
棟
１８
戸
の
う
ち
、
１３

戸
入
居
し
て
い
る
。
毎
年
１

棟
ず
つ
計
画
的
に
改
修
す
る
。

山
本
議
員
　
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
き
積
載
車
８
６
８

万
円
は
。

B
安
満
地
の
ポ
ン
プ
車
を

購
入
す
る
。
ポ
ン
プ
車
は
２０

年
を
め
ど
に
更
新
し
て
い
る
。

久
米
議
員
　
防
災
拠
点
エ

リ
ア
整
備
工
事
２
０
０
０

万
円
は
ど
こ
か
。

B
柏
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と

平
成
２８
年
度
実
施
し
て
い
る

防
災
活
動
セ
ン
タ
ー
間
の
舗

装
や
排
水
工
事
。

安
岡
議
員
　
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
補
助
金
を
手
厚
く
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

B
今
後
、
予
算
折
衝
で
協

議
す
る
。

浦
木
議
員
　
災
害
用
給
油

所
整
備
は
ど
こ
か
。

B
災
害
時
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
る
弘
見
の
森
石
油
に
、

機
械
を
導
入
す
る
。

参
考
　
現
在
設
置
し
て
い
る

の
は
、
弘
見
と
姫
ノ
井
の
Ｊ

Ａ
給
油
所
で
す
。

ク
ラ
ブ
支
援
員

エ
ア
コ
ン
設
置

給
付
費

新
団
地

公
用
車

改
修
計
画

ポ
ン
プ
車

エ
リ
ア
工
事

ク
ラ
ブ
補
助
金

給
油
所
整
備

教
育

　
委
員
会

危
機

　
管
理
課

総
務
課

教
育

　
委
員
会

危
機

　
管
理
課

総
務
課
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新 年 度 予 算

高
野
議
員
　
国
土
調
査
で

柏
島
、
春
遠
、
平
山
の
一

部
が
残
っ
て
い
る
理
由
は
。

B
調
査
当
時
の
未
筆
界
が

多
い
た
め
。

久
米
議
員
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
１
８
０
万

円
の
人
数
は
。

B
２０
名
く
ら
い
の
参
加
を

見
込
ん
で
い
る
。

野
村
議
員
　
ヘ
ル
パ
ー
研

修
は
、
即
戦
力
に
な
る
よ

う
に
ス
キ
ル
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
ト
ラ
ブ

ル
が
少
な
く
な
る
の
で
は
。

B
ヘ
ル
パ
ー
研
修
の
後
、

も
う
一
つ
上
を
め
ざ
す
場
を

作
っ
た
ら
と
思
う
。

中
平
議
員
　
さ
ん
ご
荘
改

築
後
の
施
設
規
模
は
。

B
定
員
２５
人
を
３０
人
程
度

に
し
た
い
。
障
害
者
に
場
所

を
提
供
で
き
る
と
こ
ろ
も
作

り
た
い
。

谷
議
員
　
子
育
て
新
規
事

業
を
具
体
的
に
。

B
母
子
手
帳
を
交
付
し
た

時
か
ら
保
健
師
が
主
と
な
っ

て
子
育
て
支
援
を
行
う
。

安
岡
議
員
　
姫
ノ
井
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
５
０
０
０

万
円
の
内
容
は
。
ま
た
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
が

運
営
し
て
い
く
の
か
。

B
木
造
平
屋
建
て
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
築
費
と

活
動
費
。
構
成
員
は
姫
ノ
井

住
民
で
４
年
目
か
ら
自
主
運

営
と
な
る
。

野
村
議
員
　
道
の
駅
に
ぎ

わ
い
創
出
事
業
５
２
８
万

円
は
ど
う
い
う
事
業
か
。

B
地
域
の
産
業
振
興
、
地

域
活
力
の
向
上
を
目
的
に
、

イ
ベ
ン
ト
、
外
商
を
行
う
。

高
野
議
員
　
宿
泊
施
設
整

備
工
事
５
０
１
万
円
の
内

訳
は
。

B
竜
ヶ
浜
キ
ャ
ン
プ
場
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
の
塗
装
、
ベ
ル

リ
ー
フ
の
自
動
ド
ア
、
遊
歩

道
の
手
す
り
を
補
修
す
る
。

浦
木
議
員
　
移
住
希
望
者

住
宅
改
修
補
助
金
１
８
２

４
万
円
の
説
明
を
。

B
１
件
あ
た
り
の
限
度
額

１
８
２
万
４
０
０
０
円
で
１０

件
分
を
計
上
し
て
い
る
。

集
落
セ
ン
タ
ー

に
ぎ
わ
い
創
出

宿
泊
施
設
整
備

ヘ
ル
パ
ー
研
修

さ
ん
ご
荘
改
築

子
育
て
事
業

住
宅
改
修

国
土
調
査

妊婦の時からケアができれば大助かり

土
地
対
策
室

土
地
対
策
室

ま
ち
づ
く
り

　
推
進
課

ま
ち
づ
く
り

　
推
進
課

保
健

　
介
護
課

保
健

　
介
護
課



この子たちが次の世代を担います
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集 中 質 疑

高
野
議
員
　
有
害
鳥
獣
被

害
対
策
協
議
会
補
助
金
１

５
０
万
円
と
有
害
鳥
獣
捕

獲
活
動
支
援
事
業
補
助
金

５０
万
円
は
、
ど
こ
に
出
し

て
い
る
の
か
。

B
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会
補
助
金
は
、
電
気
柵
設

置
な
ど
の
補
助
と
し
て
協
議

会
に
出
す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
支
援

事
業
補
助
金
は
、
１
万
円
を

限
度
に
発
砲
し
て
追
い
払
っ

た
人
、
わ
な
を
か
け
た
人
に

出
す
。

安
岡
議
員
　
共
助
の
基
盤

づ
く
り
委
託
料
４
０
０
万

円
は
。

B
平
成
２９
年
度
で
５
年
目

に
な
る
。
地
域
で
集
う
場
づ

く
り
な
ど
の
委
託
料
。

小
松
議
員
　
乳
幼
児
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
医
療
費
に

か
か
る
人
数
は
。

B
１
歳
か
ら
就
学
前
が
７２

人
。
就
学
後
が
２
７
８
人
。

ひ
と
り
親
家
庭
が
推
測
１
１

５
人
。

中
平
議
員
　
周
防
形
の
老

人
憩
い
の
家
解
体
工
事
費

を
計
上
し
て
い
る
が
、
老

朽
化
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
跡
地
の
利
用
は
。

B
老
朽
化
し
て
い
る
の
で

解
体
す
る
も
の
。
跡
地
の
活

用
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

小
松
議
員
　
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
。

B
青
年
就
農
給
付
金
か
ら

名
前
が
変
わ
っ
た
も
の
で
、

年
間
１
人
１
５
０
万
円
を
２

名
に
給
付
す
る
も
の
。

谷
議
員
　
種
苗
放
流
は
３

万
尾
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

B
ヒ
ラ
メ
１
万
尾
、
イ
サ

ギ
１
万
５
０
０
０
尾
、
カ
サ

ゴ
５
０
０
０
尾
。

浦
木
議
員
　
新
規
漁
業
就

業
者
お
よ
び
漁
船
導
入
の

内
容
は
。

B
研
修
生
に
生
活
支
援
費

月
１５
万
円
を
支
援
。

　
漁
船
導
入
は
、
中
核
漁
業

者
へ
１０
ト
ン
未
満
の
船
を
リ

ー
ス
す
る
。

久
米
議
員
　
新
規
漁
業
就

業
者
の
年
齢
制
限
等
の
条

件
は
。

B
研
修
期
間
は
２
年
。
年

齢
は
６５
歳
未
満
。
漁
協
組
合

員
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

研
修
後
は
独
立
自
営
就
業
す

る
。

稚
魚
の
放
流

人
材
投
資
事
業

漁
船
導
入
事
業

有
害
鳥
獣
対
策

共
助
の
基
盤

医
療
の
人
数

老
人
憩
い
の
家

産
業

　
振
興
課

産
業

　
振
興
課

町
民
福
祉
課

町
民
福
祉
課
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新 年 度 予 算

山
本
議
員
　
短
期
入
所
者

は
定
員
に
対
し
て
何
割
く

ら
い
か
。

B
実
績
で
出
し
て
い
る
の

で
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、

利
用
率
は
少
し
下
が
っ
て
い

る
。

小
松
議
員
　
給
食
材
料
の

仕
入
れ
方
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

B
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
と
マ

マ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
し

て
い
る
。

中
平
議
員
　
２８
年
度
は
一

時
借
入
金
を
借
り
入
れ
て

い
な
い
。
借
入
限
度
額
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。

B
運
転
資
金
と
し
て
借
入

金
が
億
単
位
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
今
後
は
、
病
院
の

運
営
状
況
を
見
な
が
ら
限
度

額
の
見
直
し
も
考
え
て
い
き

た
い
。

浦
木
議
員
　
合
併
浄
化
槽

は
ど
の
く
ら
い
の
補
助
が

あ
る
の
か
。

B
５
人
槽
で
３３
万
２
０
０

０
円
、
７
人
槽
で
４１
万
４
０

０
０
円
、
１０
人
槽
で
５４
万
８

０
０
０
円
。

安
原
議
員
　
総
額
に
対
し

て
の
補
助
率
は
。

B
大
き
さ
に
よ
り
定
額
で

決
ま
っ
て
い
る
が
、
補
助
率

は
３
分
の
１
程
度
。

久
米
議
員
　
水
道
新
設
分

担
金
の
個
人
負
担
は
。

B
例
え
ば
、
１３
ミ
リ
の
水

道
管
で
あ
れ
ば
、
２
万
１
６

０
０
円
を
メ
ー
タ
ー
設
置
料

と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

中
平
議
員
　
簡
易
水
道
施

設
整
備
工
事
を
計
画
を
し

て
い
る
が
、
今
年
度
の
整

備
の
見
込
み
は
。

B
姫
ノ
井
地
区
を
予
定
し

て
い
る
。
成
ケ
丘
団
地
か
ら

旧
月
灘
中
学
校
付
近
ま
で
の

配
水
管
と
消
火
栓
の
整
備
。

合
併
浄
化
槽

新
設
分
担
金

水
道
の
整
備

短
期
入
所
比
率

一
時
借
入
金

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

快適な日常生活の提供を目指します

健康のために特定健診を受けましょう

建
設

　
環
境
課

建
設

　
環
境
課

大
月
病
院

大
月
病
院
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平成28年度補正予算

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

給 与 等 集 中 処 理

△３０６５万円

△８９９万円

１６５万円

△３２３５万円

５６１万円

１５３万円

８８３万円

△５１６６万円

４９億７９４８万円

３億６８５万円

１２億４２０２万円

１億８０８８万円

８億１８８１万円

９１８５万円

９億６４４２万円

５億７０２万円

会　　計　　名 補　正　額 総　　　額

特
　
別
　
会
　
計

一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計

A
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
費
補
助
金
２０
万
円
の

説
明
を
。

B
事
業
費
増
の
た
め
、
１

グ
ル
ー
プ
に
２０
万
円
を
追
加

す
る
も
の
。

A
予
防
接
種
個
別
委
託
料

４
０
７
万
円
減
額
の
理
由

は
。

B
当
初
１
５
０
０
万
円
ほ

ど
委
託
料
を
組
ん
で
い
た
が
、

受
診
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
。

A
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
１
１
５
７
万
円

減
額
の
理
由
は
。

B
大
月
町
防
災
拠
点
施
設

新
築
工
事
（
平
山
地
区
と
柏

島
地
区
の
防
災
活
動
セ
ン
タ

ー
）
落
札
額
の
減
に
よ
る
。

ま
ち
づ
く
り
補
助
金

予
防
接
種

防
災
活
動
セ
ン
タ
ー

岸
壁
工
事

A
田
ノ
浦
漁
港
の
施
設
整

備
機
能
強
化
事
業
負
担
金

６
２
５
万
円
減
額
の
説
明

を
。

B
田
ノ
浦
漁
港
の
岸
壁
耐

震
補
強
が
３０
メ
ー
ト
ル
か
ら

１５
・
６
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

医
業
外
収
益

A
病
院
関
係
で
、
そ
の
他

の
医
業
外
収
益
３
２
３
万

円
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

B
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
診
療

収
入
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
。

たくさんの人でにぎわうふれあいパーク

平成28年度　3月補正予算

補正予算をただす
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条例・人事・指定管理者

○
　
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

　
　
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

　
農
業
委
員
は
、
法
改
正
に
よ
り
公
選
制
か
ら
町
長
の

任
命
制
と
な
り
、
現
行
の
１３
名
か
ら
７
名
に
変
更
す
る
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
現
場
活
動
を
行
い
、

定
数
を
７
名
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

一
部
改
正

○
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○
　
一
般
職
に
属
す
る
技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

　
　
基
準
を
定
め
る
条
例

○
　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

○
　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

○
　
個
人
情
報
保
護
条
例

○
　
税
条
例
等

○
　
防
災
行
政
無
線
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例

○
　
防
災
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

（
全
員
賛
成
）

　
◇
教
育
委
員

○
成
谷
　
慎
治
氏
（
西
泊
）

　
任
期
４
年

　
平
成
２９
年
３
月
１２
日
か
ら

　
平
成
３３
年
３
月
１１
日
ま
で

○
住
岡
　
克
政
氏
（
弘
見
）

　
任
期
４
年

　
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
３３
年
３
月
３１
日
ま
で

臨
時
会

　
◇
副
町
長

○
浜
崎
　
伸
一
氏
（
古
満
目
）

　
任
期
４
年

　
平
成
２９
年
３
月
２９
日
か
ら

　
平
成
３３
年
３
月
２８
日
ま
で

さ
ん
ご
荘

大
月
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
山
本
　
肇

指
定
期
間
３
年

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
３２
年
３
月
３１
日
ま
で

ベ
ル
リ
ー
フ
大
月

株
式
会
社
　
田
村
商
事

　
　
　
代
表
取
締
役
　
田
村
　
章

指
定
期
間
３
年

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
３２
年
３
月
３１
日
ま
で

し
ん
じ

か
つ
ま
さ

し
ん
い
ち
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一　般　質　問

浦
木
議
員

　
①
　
大
月
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

　
　
　
大
月
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
②
　
大
月
町
保
育
所
再
編
検
討
委
員
会
の

　
　
　
審
議
及
び
結
審
に
つ
い
て

小
松
議
員

　
①
　
集
落
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

　
②
　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

高
野
議
員

　
①
　
地
震
対
策
に
つ
い
て

大月町の

ここを聞く
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一　般　質　問

A
　
平
成
２８
年
度
、
大
月

町
創
生
総
合
戦
略
に
充
て

た
お
金
は
１
億
９
０
０
０

万
円
。
も
っ
と
多
く
、
一

般
会
計
の
１
割
（
５
億
円
）

程
度
を
計
上
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
平
成
２９
年
度

は
、
安
定
し
た
雇
用
創
出
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
、
若
い
世
代
・
子
育
て

世
代
対
策
、
時
代
に
合
っ

た
地
域
作
り
の
４
事
業
に

２
億
６
６
３
５
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

A
　
４
事
業
の
中
で
、
今

後
大
切
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
も
の
は
ど
れ
か
。

岡
田
町
長
　
「
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
る
」
を
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

A
　
働
く
場
づ
く
り
は
大

月
町
民
の
切
実
な
願
い
だ
。

「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
」
を
一
番
大
事
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
漁
業
、
農
業
、

林
業
も
含
め
て
、
働
く
場

を
確
保
し
、
大
月
町
で
生

活
で
き
る
こ
と
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

A
　
再
編
検
討
委
員
会
の

結
論
が
出
て
い
な
い
段
階

で
、
町
長
や
教
育
長
が
保

育
所
統
合
を
考
え
て
い
る

と
答
弁
し
た
。
統
合
あ
り

き
で
は
な
い
か
。

浜
闢
教
育
長
　
３
園
の
保

育
所
を
１
園
に
統
合
す
る

構
想
を
持
っ
て
い
る
と
言

っ
た
け
れ
ど
、
統
合
す
る

と
は
言
っ
て
い
な
い
。

A
　
統
合
の
案
を
持
っ
て

住
民
説
明
会
に
行
っ
た
の

は
、
再
編
検
討
委
員
会
の

独
立
性
・
中
立
性
を
侵
す

も
の
で
は
な
い
か
。

浜
闢
教
育
長
　
住
民
説
明

会
は
意
見
を
聞
く
会
で
、

１
園
に
す
る
考
え
を
植
え

付
け
る
会
で
は
な
い
。
再

編
検
討
委
員
会
の
独
立
性
・

中
立
性
を
侵
す
も
の
で
は

な
い
。

A
　
再
編
検
討
委
員
会
は
、

「
保
育
所
を
１
つ
に
統
合

す
る
町
の
案
を
支
持
す
る
」

と
結
論
を
出
し
た
。
問
題

点
は
多
す
ぎ
る
が
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
弘
見
と
柏

島
の
２
園
に
す
る
案
は
ど

う
か
。

浜
闢
教
育
長
　
家
庭
保
育

や
地
域
の
保
育
な
ど
、
町

は
十
分
な
説
明
を
し
て
い

る
。
今
後
、
住
民
説
明
会

の
中
で
ど
の
よ
う
に
な
る

か
話
し
合
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

浦木秀雄 議員浦木秀雄 議員

楽しく遊ぶ子どもたち

人口減少が進む集落

創生総合戦略

雇用の創出を第一に

　　重点的に考えていく／町長

保
育
所
問
題

2
園
の
案
は
ど
う
か

　
　
話
し
合
っ
て
い
く
／
教
育
長
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大月町のここを聞く

A
　
大
月
町
約
３０
集
落
あ

り
、
年
々
高
齢
化
率
が
上

が
っ
て
く
る
と
、
こ
こ
数

年
も
す
れ
ば
全
く
機
能
で

き
な
く
な
る
集
落
が
出
て

く
る
。
町
内
の
集
落
に
活

力
が
あ
っ
て
こ
そ
ま
ち
づ

く
り
と
な
り
、
ま
た
発
展

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
限
界
集
落
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
歯

止
め
を
か
け
集
落
機
能
を

強
化
す
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お

い
て
、
集
落
機
能
の
維
持

や
地
域
活
動
、
担
い
手
の

確
保
等
に
つ
い
て
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
地
域
拠
点
の
整

備
や
機
能
強
化
に
対
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業

で
姫
ノ
井
地
区
を
モ
デ
ル

と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

近
隣
地
区
も
含
め
、
集
落

機
能
の
強
化
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
る
し
、
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
本
町
の

新
し
い
地
域
モ
デ
ル
と
し

て
期
待
し
た
い
。

A
　
町
内
の
集
落
を
回
っ

て
み
る
と
、
空
き
家
が
増

え
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
倒
壊
や
景
観
を

損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。
空

き
家
対
策
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
老
朽
化
が
進

み
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高

く
な
っ
た
住
宅
は
、
災
害

時
に
避
難
路
を
ふ
さ
ぐ
恐

れ
が
あ
る
の
で
除
去
す
る

制
度
が
あ
る
。
平
成
２６
年

度
か
ら
３
年
間
で
１１
件
を

除
去
し
た
。
今
後
、
町
内

で
の
空
き
家
戸
数
や
破
損

状
況
等
を
把
握
し
、
空
き

家
対
策
総
合
実
施
計
画
を

策
定
し
て
作
業
を
進
め
て

い
く
。

　
老
朽
化
住
宅
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
や
管
理
者
が

適
切
な
維
持
管
理
を
す
る

責
務
が
あ
る
の
で
、
補
助

制
度
の
充
実
や
情
報
提
供

に
努
め
て
い
く
。

小松重富 議員小松重富 議員

健康増進に励む姫ノ井地区の皆さん
（集落活動センター姫の里）

早急な空き家対策を

集
落
機
能

強
化
対
策
は

　
　
地
域
拠
点
を
整
備
／
町
長

空き家対策

取り組みは

総合実施計画を策定／町長
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一　般　質　問

A
　
地
震
発
生
時
間
は
予

想
が
で
き
ず
、
場
所
、
時

間
帯
に
よ
り
避
難
行
動
も

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
の
避

難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

岡
田
町
長
　
地
震
が
起
き

た
際
に
と
る
べ
き
行
動
や

対
策
は
、
各
家
庭
に
配
布

し
て
い
る
大
月
町
防
災
マ

ッ
プ
、
高
知
県
が
出
し
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

備
え
る
冊
子
等
に
掲
げ
て

い
る
。

　
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ

る
沿
岸
地
区
で
は
津
波
避

難
行
動
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。

A
　
地
震
発
生
時
の
自
力

避
難
困
難
者
、
弱
者
避
難

対
応
は
。

冨
岡
危
機
管
理
課
長
　
災

害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

の
名
簿
を
作
成
し
、
福
祉

関
係
機
関
、
消
防
、
警
察

な
ど
で
情
報
共
有
し
て
い

る
。

　
普
段
の
見
守
り
、
災
害

時
の
支
え
合
い
の
仕
組
み

と
避
難
行
動
計
画
を
地
域

ご
と
に
作
成
し
、
避
難
訓

練
等
を
積
極
的
に
実
践
し

て
い
く
。

A
　
避
難
し
た
後
の
被
災

現
場
に
火
災
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
、
災

害
後
の
通
電
に
よ
る
火
災

で
あ
る
。
こ
の
通
電
火
災

防
止
に
、
町
内
全
戸
に
地

震
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

岡
田
町
長
　
地
震
で
の
停

電
後
、
電
気
復
旧
に
よ
る

通
電
火
災
防
止
に
、
県
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
感
電

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

事
業
の
導
入
が
可
能
で
あ

る
か
県
と
協
議
し
対
応
し

て
い
く
。

A
　
津
波
被
害
で
は
生
活

の
必
需
品
の
全
て
が
無
く

な
っ
て
い
る
。
空
き
家
対

策
と
耐
震
補
強
補
助
事
業

を
組
み
合
わ
せ
て
改
修
し
、

緊
急
避
難
住
宅
に
空
き
家

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

岡
田
町
長
　
地
震
対
策
と

空
き
家
対
策
と
の
組
み
合

わ
せ
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
事
例
と
、
両
制
度
の
整

合
性
を
調
べ
、
防
災
対
策

と
空
き
家
対
策
の
事
業
組

み
合
わ
せ
が
可
能
で
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。

高野真司 議員高野真司 議員

通電火災防止を

家族で確認しておきましょう

地震対策

避難行動マニュアルは

　　行動計画は作成している／町長

地
震
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
を

　
　
 

事
業
導
入
を
検
討
／
町
長

空
き
家
を

緊
急
避
難
住
宅
に
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あれはどうなった

赤泊
地区 海

約１５０ｍ
（道幅を広げ舗装する区間）

（２９年度以降に計画）

姫ノ井
地区

唐岩
地区

（舗装区間） （２９年度以降に計画）

約４０００ｍ

約４００ｍ

約９００ｍ

　赤泊地区や唐岩地区に光が当てられました。平成２８年度予算で、どちらの地区も
２０００万円の予算で、一部の舗装工事や改良工事が実施されます。「引き続き平成２９年
度も予算獲得できるように努力します。」と担当課から回答がありました。

道路舗装改修

① 月灘海岸線
　一部区間約４００メートルが未改良のまま残され
ていましたが、平成２８年度予算で約１５０メートル
の道幅を広げ、そのうちの一部を舗装する工事が
発注されました。なお、残りの区間については、
平成２９年度以降に計画されます。

② 唐岩線
　姫ノ井・唐岩間約４０００メートルは、舗装の傷
みがひどくなっていましたが、平成２８年度予算で、
姫ノ井側から約９００メートルの舗装工事が発注さ
れました。
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柏
島
地
区
は
漁
業
と

観
光
業
で
生
き
て
い
る

地
域
。
漁
業
は
魚
価
の

低
迷
、
燃
料
費
の
高
騰
、

漁
獲
制
限
な
ど
で
養
殖

以
外
の
漁
業
は
衰
退
の

道
を
歩
ん
で
い
る
。
漁

師
は
生
活
の
た
め
サ
ン

ゴ
漁
に
走
っ
た
。
後
継

者
の
育
成
を
含
め
水
産

業
の
活
性
化
が
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
観
光
産
業
は

地
域
の
活
力
源
。
夏
場

は
観
光
客
で
盛
況
で
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
伸
び

も
十
分
予
測
さ
れ
る
が

課
題
も
多
い
。
『
人
が

来
れ
ば
ゴ
ミ
が
増
え
る
。
』

観
光
客
の
増
大
と
ゴ
ミ

の
問
題
は
い
つ
も
イ
タ

チ
ご
っ
こ
。
地
域
が
公

園
の
よ
う
な
き
れ
い
な

所
で
あ
れ
ば
ゴ
ミ
は
増

え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

自
分
た
ち
の
地
区
は
自

分
た
ち
で
き
れ
い
に
す

る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し

て
い
き
た
い
。
一
人
で

は
で
き
な
く
て
も
皆
で

や
れ
ば
で
き
る
こ
と
で

す
。
き
れ
い
な
地
域
を

後
世
に
財
産
と
し
て
残

す
。
自
分
た
ち
が
手
本

に
な
り
次
世
代
を
支
え

る
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

　
大
月
町
行
政
に
は
、

ゴ
ミ
廃
絶
の
啓
発
や
海

で
の
危
険
（
禁
止
項
目
）

を
告
知
す
る
看
板
を
設

置
し
て
も
ら
い
た
い
。

地
域
の
美
化
は
私
た
ち
の
力
で

柏
島
　
黒
田
　
朝
男
さ
ん

あ
さ
お
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昨
年
の
５
月
に
大
月

に
帰
っ
て
き
て
農
業
を

始
め
た
。

　
実
践
農
大
の
後
、
農

業
関
係
の
仕
事
な
ど
い

く
つ
か
の
仕
事
を
し
た

が
、
や
は
り
大
月
町
で

仕
事
が
し
た
く
て
帰
っ

て
き
た
。
考
え
た
末
、

作
物
の
育
つ
過
程
を
見

る
の
が
好
き
だ
っ
た
か

ら
農
業
に
し
た
。

　
土
地
探
し
に
は
苦
労

し
た
。
知
り
合
い
が
農

業
委
員
を
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
人
に
頼
ん
で

探
し
て
も
ら
っ
て
、
な

ん
と
か
５０
ア
ー
ル
ほ
ど

の
畑
を
確
保
し
て
作
付

け
の
準
備
も
し
て
も
ら

っ
た
。
作
物
の
こ
と
も

何
人
か
の
知
り
合
い
か

ら
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
や
っ
て
い
る
。
近
所

の
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ

心
配
し
て
く
れ
て
あ
り

が
た
く
、
つ
な
が
り
が

大
事
だ
と
思
っ
た
。

　
自
分
は
地
元
の
人
間

な
の
で
土
地
や
機
械
、

作
物
の
育
て
方
な
ど
、

人
や
設
備
は
そ
こ
そ
こ

条
件
も
整
っ
て
い
た
の

で
始
め
ら
れ
た
が
、
そ

れ
が
無
い
人
が
農
業
を

始
め
た
い
時
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、
支
援
の

窓
口
や
い
ろ
ん
な
パ
タ

ー
ン
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
る
と
あ
り
が

た
い
と
思
う
。

　
将
来
的
に
は
観
光
農

園
を
し
て
み
た
い
の
で
、

町
や
組
織
の
協
力
が
あ

る
と
い
い
と
思
う
。

　
　
仕
組
み
作
り

鉾
土
　
前
田
　
知
慶
さ
ん
　
　
　

と
も
の
り

私の願い
みんなの広場
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発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
桜
前
線
が
北
上
し
、
わ

が
町
で
は
田
植
え
が
始
ま

り
、
新
１
年
生
が
大
き
な

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て

元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

　
３
日
間
の
予
算
質
疑
を

行
い
新
年
度
予
算
が
成
立

し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
、

産
業
振
興
、
防
災
対
策
な

ど
課
題
は
山
積
み
で
す
。

私
た
ち
は
住
民
と
行
政
の

間
を
と
り
も
ち
、
知
恵
を

出
し
合
い
協
力
し
合
っ
て

こ
そ
活
力
あ
る
町
が
生
ま

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

住
民
の
期
待
に
沿
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
安
岡
邦
彦
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

副
委
員
長
　
山
本
　
恒
和

委
　
　
員
　
安
岡
　
邦
彦

委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

編
集
後
記

編
集
後
記

　
弘
見
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
（
手

作
り
）
の
雑
貨
店
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ョ
コ
ミ

ン
ト
」
を
営
む
、
久
米
直
子

さ
ん
、
豊
田
恭
子
さ
ん
、
横

山
佐
江
さ
ん
を
取
材
し
ま
し

た
。

　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
好
き
な
マ

マ
た
ち
が
作
品
を
持
ち
寄
っ

て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し

て
い
る
う
ち
に
、
子
ど
も
用

品
や
お
土
産
品
を
中
心
と
し

た
お
店
を
出
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
４
年
前
か
ら

３
人
の
仲
間
で
始
め
ま
し
た
。

今
で
は
町
内
外
か
ら
の
作
家

仲
間
も
２０
人
近
く
に
増
え
出

品
数
も
多
く
な
り
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
品
揃
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
の
小
遣
い
程
度

で
買
え
る
も
の
に
し
て
、
自

分
た
ち
の
想
い
の
あ
る
作
品

を
通
し
て
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
将

来
は
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の

施
設
を
も
っ
と
大
き
く
し
て

も
ら
い
、
誰
で
も
出
店
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
し
て
、
そ

の
一
角
に
自
分
た
ち
の
出
品

コ
ー
ナ
ー
を
構
え
た
い
。
町

外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が

訪
れ
、
大
月
町
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
夢
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

久米直子 さん久米直子 さん

こんにち
は “かわいい”がいっぱい

ママたちで作るハンドメイド雑貨店

“かわいい”がいっぱい
ママたちで作るハンドメイド雑貨店


